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冷
戦
終
結
の
前
後
、
世
界
は
ま
さ
に
激
動
し
た
。
一
九
八
九
年
六

月
か
ら
の
東
欧
革
命
と
一
一
月
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
は
、
ソ
連

崩
壊
の
前
触
れ
と
な
っ
た
。
九
〇
年
一
〇
月
に
は
ド
イ
ツ
が
再
統
一

し
、
冷
戦
は
事
実
上
終
結
し
た
。
そ
し
て
九
一
年
一
二
月
、
つ
い
に

ソ
連
と
い
う
「
帝
国
」
は
崩
壊
し
た
。
他
方
、
九
一
年
一
月
の
湾
岸

戦
争
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
多
国
籍
軍
が
編
成
さ
れ
、
ご
く
短
期
間
で

勝
利
し
、
軍
事
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
単
極
構
造
が
明
ら
か
と
な
る
。

し
か
し
冷
戦
終
結
か
ら
三
十
数
年
が
経
過
し
た
今
、
ソ
連
崩
壊
を

「
二
〇
世
紀
最
大
の
地
政
学
上
の
大
惨
事
」
と
捉
え
る
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、
咋
年
二
月
、
ロ
シ
ア
軍
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
さ
せ
た
。

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
中
心
の
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
揺
ら
い
だ
の
か
、

な
ぜ
中
国
の
台
頭
と
ロ
シ
ア
の
暴
走
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
か
―
―
。
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
と
国
際
秩
序

の
変
動
を
振
り
返
る
こ
と
に
は
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。

冷
戦
の
終
結
と
そ
の
後

　

リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
二
〇
世
紀
後

半
、
冷
戦
の
時
代
に
あ
っ
て
、
西
側
陣
営
の
み
の
限
定
的
な
国
際
秩

序
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
西
側
世
界
は
冷
戦
の
双
極
構
造
と
リ
ベ

ラ
ル
な
国
際
秩
序
（
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
秩
序
）
と
の
二
重
構
造
の
中

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
代
的
な
国
際
秩
序
の
趨
勢
的
な

変
化
と
し
て
は
、
脱
植
民
地
化
（decolonization

）
も
挙
げ
ら

し
ま
む
ら　

な
お
ゆ
き　
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専
門
は
、ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
、国
際
関
係
論
。

著
書
に『
国
際
政
治
の〈
変
化
〉を
見
る
眼
』『（
抑

制
と
均
衡
）
の
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
』、
訳
書

に
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
プ
レ
ス
ト
ン
『
ア
メ
リ
カ

の
対
外
関
係
を
俯
瞰
す
る
』
な
ど
。

冷
戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
の
過
信
と
無
気
力

ー
ー
対
テ
ロ
へ
の
執
着
か
ら
消
極
的
関
与
へ

一
九
九
〇
年
代
、
旧
共
産
圏
諸
国
の
民
主
化
に
関
与
し
、

国
内
で
は
空
前
の
好
景
気
に
沸
い
た
ア
メ
リ
カ
。

高
揚
す
る
「
自
由
の
帝
国
」
は
、
し
か
し
そ
の
後
、

果
て
し
な
い
テ
ロ
と
の
戦
い
に
国
力
を
注
ぐ
一
方
、

地
政
学
的
パ
ワ
ー
と
し
て
台
頭
す
る
中
ロ
に
有
効
に
対
峙
で
き
な
か
っ
た
。
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れ
る
だ
ろ
う
。
冷
戦
の
終
結
に
よ
っ
て
双
極
構
造
は
失
わ
れ
、
リ
ベ

ラ
ル
な
国
際
秩
序
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
に
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
の
リ

ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
早
く
も
瓦
解
し
て
い

く
。

　

と
は
い
え
、
冷
戦
の
終
結
直
後
の
一
九
九
〇
年
代
は
、「
ユ
ー

フ
ォ
リ
ア
（
根
拠
の
な
い
強
い
高
揚
感
）」
に
満
ち
た
時
期
で
あ
っ

た
。
ま
ず
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
に
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
下
で

ア
メ
リ
カ
は
経
済
を
再
生
さ
せ
「
一
人
勝
ち
」
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、「
新
自
由
主
義
」
に
基
づ
い
た
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
て
ゆ
く
。
こ
の
と
き
、
ロ
シ
ア
は

弱
体
化
し
、
中
国
は
台
頭
以
前
の
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
っ
た
。
そ
の

中
国
に
対
し
て
、
九
五
年
二
月
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
「
関
与
と
拡

大
（engagem

ent and enlargem
ent

）
の
国
家
安
全
保
障
戦
略

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）」
を
発
表
す
る
。
中
国
に
関
与
し
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
世

界
経
済
へ
取
り
込
み
、
中
長
期
的
に
民
主
主
義
の
拡
大
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
は
、「
牽
制

と
抱
擁
（hedge and em

brace

）」「
統
合
と
牽
制
（integrate, 

but hedge

）」
の
両
面
政
策
と
な
り
、
次
第
に
関
与
の
側
面
を
強

め
て
い
く
。

　

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
二
期
目
以

降
、
二
一
世
紀
に
か
け
て
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の

東
方
拡
大
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
の
加
盟
国
と
な
る
べ
く
、
政
治
的
な
民
主
化
と
経
済
的
な
市
場
化

を
目
指
し
て
い
く
（
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
E
U
加
盟
も
進
ん
だ
）。

こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
を
刺
激
し
た
。
さ
ら
に
「
人
道

的
介
入
」
の
名
の
下
に
国
連
決
議
な
し
に
行
わ
れ
た
九
九
年
三
月
か

ら
の
コ
ソ
ボ
空
爆
は
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
を
抱
え
る
ロ
シ
ア
と
台
湾

問
題
な
ど
を
抱
え
る
中
国
に
と
っ
て
は
許
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。

「
自
由
の
帝
国
」
か
ら
「
地
政
学
の
復
活
」
へ

　

二
〇
〇
一
年
の
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
は
、
冷
戦
後
の
「
一

人
勝
ち
」
を
謳
歌
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
国
力
を
蝕
ん
で
い
く
。
ア

メ
リ
カ
は
、「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
掲
げ
、
一
〇
月
か
ら
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
戦
争
に
突
入
し
た
。
首
都
カ
ブ
ー
ル
は
開
戦
後
ま
も
な
く
陥

落
し
、
タ
リ
バ
ン
政
権
は
崩
壊
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
後
、
〇
三

年
三
月
に
「
先
制
（pre-em

ption

）」
の
ド
ク
ト
リ
ン
に
基
づ
い

て
イ
ラ
ク
を
空
爆
し
、
同
国
の
「
体
制
転
換
（regim

e change

）」

を
図
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
の
背
景
に
は
、対
テ
ロ
の
文
脈
に
加
え
、

自
由
や
民
主
主
義
を
世
界
に
広
げ
て
い
く
こ
と
の
「
理
念
」
も
あ
っ

た
。
実
際
、
〇
六
年
ご
ろ
ま
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
自
由
の
帝
国
」
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や
「
民
主
主
義
の
帝
国
」「
帝
国
的
共
和
政
」
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
単
極
構
造
と
Ｇ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
単
独

主
義
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
念
頭
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
ド
リ
ー
ヌ
は
、

ア
メ
リ
カ
を
「
ハ
イ
パ
ー
・
パ
ワ
ー
」
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
ア
メ
リ

カ
は
そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
共
に
戦
後
の
占
領
統
治

で
躓
く
こ
と
に
な
る
。

　

今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
〜
〇
一
年
は
、
９
・
11
以
外
に

も
い
く
つ
か
の
点
で
画
期
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
は
、
プ
ー
チ
ン
が
ロ
シ
ア
の
首
相
か
ら
大
統

領
と
な
っ
た
。
一
一
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
、
共
和
党
の

ブ
ッ
シ
ュ
・
テ
キ
サ
ス
州
知
事
と
民
主
党
の
ゴ
ア
副
大
統
領
の
得
票

率
が
「
四
九
%
対
四
九
%
」
で
拮
抗
す
る
な
ど
、
赤
と
青
で
「
分

断
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
」
が
顕
在
化
し
て
き
た
（
上
院
の
選
挙
結
果

は
「
五
〇
対
五
〇
」
で
あ
っ
た
）。
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
〇
一

年
一
一
月
に
米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
に
勝
利
し
、
イ
ラ
ク
に

目
を
向
け
つ
つ
あ
る
と
き
、
一
二
月
に
中
国
が
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）に
加
盟
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
り
、

こ
れ
以
降
、
中
国
経
済
は
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
く
。
ア
メ
リ

カ
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
台
頭
を
一
七
年
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
誕
生
ま

で
許
容
し
、
む
し
ろ
支
援
し
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
、
中

国
が
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
を
受
け
入
れ
て
、
経
済
成

長
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
中
長
期
的
に
は
、
中
国

は
民
主
化
す
る
は
ず
だ
と
い
う
期
待
も
あ
っ
た
。

　

〇
五
年
九
月
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
二
期
目
の
ゼ
ー
リ
ッ
ク
国
務

副
長
官
が
、中
国
に
対
し
て「
責
任
あ
る
利
害
共
有
者（responsible 

stake-holder

）」
と
し
て
大
国
ら
し
い
振
る
舞
い
を
強
く
要
求
し

た
。
そ
の
要
求
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
特
に
中
国
の
不
透
明
な
軍

拡
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
中

国
に
対
し
て
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
。

　

他
方
で
こ
の
時
期
の
ア
メ
リ
カ
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク

の
戦
後
の
占
領
統
治
で
の
躓
き
が
政
治
問
題
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
（
特
に
ネ
オ
コ
ン
）
は
、明
確
な
「
出
口
戦
略
（exit 

strategy

）」
を
描
か
ず
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
と
イ
ラ
ク
戦
争

に
突
入
し
て
い
た
。
そ
も
そ
も
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
は
思
想
を
め
ぐ

る
戦
い
で
あ
り
、
明
確
な
「
出
口
」
を
描
き
に
く
い
。
長
期
戦
を
覚

悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
有
権
者
は
早
く
も
中
東

地
域
へ
の
介
入
疲
れ
か
ら
対
外
関
与
へ
の
忌
避
感
を
持
ち
つ
つ
あ
っ

た
。「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
を
継
続
し
て
い
く
上
で
、
国
内
の
有
権
者

を
い
か
に
説
得
し
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
く
。

　

〇
六
年
三
月
の「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」で
は
、ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、

「
先
制
」
を
正
当
化
し
つ
つ
も
、「
民
主
主
義
」
や
「
民
主
主
義
の
共

同
体
」
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、〇
六
年
一
一
月
の
中
間
選
挙
で
は
、
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イ
ラ
ク
問
題
が
争
点
と
な
り
、
共
和
党
は
上
下
両
院
で
大
敗
し
た
。

さ
ら
に
、
〇
七
年
か
ら
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
と
〇
八
年
九
月

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、
ア
メ
リ
カ
と
世
界
経
済
は
「
一
〇
〇
年

に
一
度
の
金
融
危
機
」
に
直
面
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
、
〇
六

年
以
降
、
大
き
く
揺
ら
い
で
い
く
こ
と
と
な
る
。「
地
政
学
の
復
活
」

が
指
摘
さ
れ
始
め
た
の
も
、
〇
七
～
〇
八
年
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
力
の
相
対
的
な
低
下
や
〇
八
年
の
ロ
シ

ア
に
よ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
侵
攻
、
中
国
の
台
頭
な
ど
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
微

温
的
で
あ
っ
た
。
〇
八
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
、
共
和
党
の
マ

ケ
イ
ン
上
院
議
員
が
ロ
シ
ア
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
侵
攻
を
問
題
視
し
た

が
、
争
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、
安
全
保

障
の
争
点
が
吹
き
飛
ん
だ
形
で
あ
っ
た
。

　

〇
九
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
政
権
は
、
世
界
金
融
危
機
へ

の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
、
中
国
経
済
は
い
ち
早
く
立
ち

直
り
成
長
を
遂
げ
、「
国
家
資
本
主
義
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
自
信
を

深
め
て
い
く
。
中
国
は
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
内
心
憧
れ
て
き
た

西
側
の
資
本
主
義
経
済
の
苦
境
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
一
〇
年
代
以
降
の
習
近
平
政
権
に
よ
る
自
己
主
張
を

見
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
動
揺　
オ
バ
マ
政
権
の
「
無
気
力
外
交
」

　

オ
バ
マ
政
権
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で
の
占
領
統
治
の

躓
き
か
ら
、
過
剰
な
介
入
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
意
味
で
「
馬
鹿

な
こ
と
は
し
な
い
」
こ
と
を
外
交
の
指
針
と
し
、
多
国
間
主
義
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
ヒ
ラ
リ
ー
・

ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
は
、「
マ
ル
チ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
世
界
」
演

説
で
、
特
に
中
ロ
印
と
い
っ
た
大
国
と
の
戦
略
的
対
話
を
図
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
。
一
〇
年
五
月
の
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
で
は
、

こ
う
し
た
外
交
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
世
界
観
が
確
認
さ
れ
た
。し
か
し
、

一
一
月
の
中
間
選
挙
で
は
、下
院
で
民
主
党
は
大
敗
し
、早
く
も
「
分

割
政
府
（divided governm

ent

）」
の
政
治
状
況
と
な
っ
た
。
共

和
党
の
躍
進
の
背
景
に
は
、
オ
バ
マ
ケ
ア
な
ど
「
大
き
な
政
府
」
路

線
に
反
対
す
る
「
茶
会
」
運
動
が
あ
っ
た
。

　

一
一
年
一
一
月
に
オ
バ
マ
政
権
は
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
中
国
の
脅

威
を
念
頭
に
置
い
て
、「
ア
ジ
ア
旋
回
（pivot to A

sia

）」
な
い
し

「
再
均
衡
（rebalancing

）」
を
図
っ
た
。
介
入
し
て
い
た
中
東
地

域
か
ら
米
軍
を
撤
退
さ
せ
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
中
国
の
台
頭
に

ま
ず
対
応
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
東
情
勢
の

不
安
定
化
の
た
め
、
そ
の
政
策
転
換
は
中
途
半
端
に
終
わ
っ
た
。
こ

の
と
き
中
東
の
ア
ラ
ブ
諸
国
で
は
、
一
〇
年
一
二
月
か
ら
の
「
ア
ラ
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ブ
の
春
」
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
、
リ
ビ
ア
な
ど
で
独
裁
体
制

が
倒
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
民
主
化
が
逆
行
し
た
り
、
シ
リ
ア

で
は
内
戦
が
続
き
、シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
で
「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）」

が
台
頭
し
た
。
二
〇
一
三
年
九
月
に
は
、
シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
が

市
民
に
対
し
て
化
学
兵
器
を
使
用
し
た
と
の
疑
惑
が
起
こ
り
、
オ
バ

マ
大
統
領
は
、「
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
超
え
た
」
と
警
告
し
た
が
、
武

力
介
入
を
躊
躇
し
た
。国
内
で
議
会
を
説
得
で
き
な
か
っ
た
の
だ
が
、

自
ら
設
定
し
た
一
線
を
反
故
に
し
た
こ
と
で
、
オ
バ
マ
政
権
の
対
外

関
与
へ
の
消
極
性
が
見
て
取
れ
る
。

　

そ
の
後
、
一
四
年
三
月
に
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
隣
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
併
合
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
西
側
諸
国
は
、ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を
発
動
し
、

主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）
か
ら
ロ
シ
ア
を
排
除
す
る
が
、
そ
の
政

策
対
応
は
今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
侵
攻
と
同
様
、
不
十

分
な
対
応
で
あ
っ
た
。
も
し
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
半
島
併
合
に

対
し
て
よ
り
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
て
お
け
ば
、
後
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
を
食
い
止
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
。

　

よ
り
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
、「
ア
メ
リ
カ
は

も
は
や
世
界
の
警
察
官
で
は
な
い
」
と
か
、「（
ケ
ナ
ン
の
よ
う
な
）

戦
略
家
は
要
ら
な
い
」
と
い
う
発
言
を
繰
り
返
し
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国

際
秩
序
が
さ
ら
に
動
揺
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
期
目
の
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
」
で
は
、「
戦
略
的
忍
耐
」
が
指
針
に
据
え
ら
れ
た
が
、

「
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
」「
無
気
力
外
交
」
と
の
批
判
を
浴
び

る
こ
と
と
な
る
。

　

し
か
も
こ
の
間
、
中
国
は
、
一
三
年
三
月
に
国
家
主
席
と
な
っ
た

習
近
平
の
下
で
、
自
己
主
張
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
。
や
が
て
習
近

平
政
権
は
、
鄧
小
平
以
来
の
「
韜
光
養
晦
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
転

換
し
て
「
中
華
民
族
の
夢
」
を
語
り
、「
一
帯
一
路
」
構
想
や
「
陸

と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
構
想
を
掲
げ
、
ア
ジ
ア
・
イ
ン
フ
ラ
投
資

銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
途
上
国
を
中
心
に
積
極

的
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
展
開
し
、
同
時
に
海
洋
へ
の
進
出
も
図
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
「
中
国
製
造
２
０
２
５
」
を
掲
げ
、
５
Ｇ
や

Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
自
動
運
転
な
ど
新
興
技
術
の
発
展
も
図
っ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
中
国
の
台
頭
に
対
し
て
、
オ
バ
マ
政
権
二
期
目
に
は
、

特
に
ア
メ
リ
カ
議
会
で
早
く
も
反
中
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ

れ
て
い
く
。
し
か
し
、
オ
バ
マ
政
権
の
対
中
政
策
は
必
ず
し
も
強
硬

な
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
米
中
対
立
が
決
定
的
と
な
る
の
は
、

続
く
ト
ラ
ン
プ
政
権
期
で
あ
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
と
リ
ベ
ラ
ル
秩
序
の
瓦
解

　

二
〇
一
六
年
一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
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義（A
m

erica First

）」で「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
に
す
る（M

ake 
A

m
erica Great A

gain: M
A

GA

）」
こ
と
を
掲
げ
た
共
和
党
の

ト
ラ
ン
プ
が
、
大
本
命
で
あ
っ
た
民
主
党
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
に
勝
利
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
、
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
・

反
エ
リ
ー
ト
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
反
移
民
・
反
難
民
と

い
う
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
煽
っ
て
大
統
領
に
な
っ
た
。
大
統
領
に
な
っ

て
も
ト
ラ
ン
プ
は
、
自
由
貿
易
の
拡
大
で
は
な
く
保
護
主
義
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
同
盟
国
と
衝
突
し
た
。
同
盟
軽
視

の
外
交
姿
勢
や
同
盟
国
に
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
二
％
の
軍

事
予
算
の
計
上
を
強
く
要
求
し
た
こ
と
も
、
同
盟
関
係
の
劣
化
を
招

い
た
。
他
方
で
、
日
米
同
盟
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
安
倍
晋
三
首

相
と
の
信
頼
関
係
か
ら
「
漂
流
」
す
る
こ
と
な
く
、安
倍
政
権
の
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
構
想
に
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
賛
同
し
た
。

　

何
よ
り
も
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
自
由
や
民
主
主
義
、
人
権
、
法

の
支
配
、
公
正
な
市
場
な
ど
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
を
ほ
と
ん
ど
語
ら
な

い
異
形
の
大
統
領
で
あ
っ
た
。
ま
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
オ
バ
マ

大
統
領
と
同
じ
く
、軍
事
介
入
な
ど
対
外
関
与
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
有
権
者
の
間
に
中
東
地
域
へ
の

介
入
疲
れ
に
伴
う
対
外
関
与
へ
の
忌
避
感
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
、
ま
す
ま
す
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
一
七
年
一
二
月
と
い
う
比
較
的
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
を
打
ち
出
し
、
中
ロ

の
現
状
変
革
国
家
に
、
レ
ー
ガ
ン
流
の
「
力
に
よ
る
平
和
（peace 

through strength

）」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
し
て
も
、
保
守
派
の
支
持
を
と
り
つ
け
、

外
交
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
を
安
心
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

特
に
中
国
に
対
し
て
は
、
一
八
年
以
降
、
制
裁
関
税
を
課
し
、
米

中
貿
易
戦
争
を
仕
掛
け
て
い
く
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、「
対
中
貿
易

赤
字
な
ど
経
済
の
問
題
は
、
国
家
安
全
保
障
の
問
題
で
あ
る
」
と
い

う
姿
勢
を
と
っ
た
。
一
九
七
二
年
二
月
の
米
中
和
解
以
降
、
最
も
米

中
対
立
が
深
ま
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
強
硬
な
対
中
政
策
の
背
景
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や

ア
メ
リ
カ
議
会
、
官
庁
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
ワ
シ
ン
ト
ン
で
反
中

国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
超
党
派
で
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
オ
バ
マ
政
権
の
後
期
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
民
主
化
し
な
い

中
国
へ
の
幻
滅
、
対
中
関
与
政
策
の
失
敗
が
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る
。
中
国
は
、世
界
経
済
に
統
合
さ
れ
て
経
済
成
長
を
遂
げ
て
も
、

共
産
党
の
一
党
独
裁
は
崩
壊
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
強
化
さ
れ
、

国
家
資
本
主
義
の
有
効
性
を
対
外
的
に
発
信
し
始
め
た
。
そ
も
そ
も

対
中
関
与
政
策
は
、
中
長
期
的
な
民
主
主
義
の
拡
大
へ
の
期
待
と
ワ
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ン
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
国
へ
の
幻
滅
と
関
与
の
失
敗
と
い
う
認
識
は
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
い
て
よ
り
強
い
。
保

守
と
リ
ベ
ラ
ル
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
極
化
が
ま
す
ま
す
進
み
、

「
死
活
的
な
中
道
（vital center

）」
か
ら
「
中
道
の
死
（dead 

center

）」
へ
と
至
り
、
勢
力
が
伯
仲
す
る
ア
メ
リ
カ
議
会
で
、
民

主
党
と
共
和
党
が
超
党
派
で
取
り
組
め
る
ほ
ぼ
唯
一
の
争
点
が
反
中

国
の
強
硬
路
線
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
状
況
は
、
オ
バ
マ
政

権
の
後
期
か
ら
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
、
そ
し
て
バ
イ
デ
ン
政
権
へ
、
政

権
交
代
が
あ
っ
て
も
変
化
が
な
い
。

　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
ペ
ン
ス
副
大
統
領
に
よ

る
中
国
演
説
は
、
中
国
を
体
系
的
に
批
判
す
る
内
容
で
、
こ
れ
以
降
、

ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
間
で
「
新
し
い
冷
戦
」
が
始
ま
っ
た
と
い
う
認

識
が
広
が
っ
た
。「
自
由
民
主
主
義
対
権
威
主
義
」
な
い
し
「
リ
ベ

ラ
ル
な
資
本
主
義
対
国
家
資
本
主
義
」の
対
立
構
図
が
鮮
明
に
な
り
、

そ
の
結
果
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
は
瓦
解
し
た
（
瓦
解
し
つ
つ

あ
る
）」
と
い
う
議
論
が
よ
り
説
得
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
イ
ン
ド
太
平
洋
」戦
略
で
リ
ベ
ラ
ル
秩
序
は
復
活
す
る
か

　

バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
発
足
後
「
最
初
の
一
〇
〇
日
間
」
か
ら
「
イ

ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
を
積
極
的
に
推
進
し
つ
つ
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
で
の
「
大
量
虐
殺
（genocide

）」
や
香
港
の
自
治
蹂
躙
な
ど

を
念
頭
に
置
い
て
、中
国
に
対
し
て
厳
し
い
人
権
外
交
を
展
開
し
た
。

ま
た
同
盟
を
戦
略
的
資
産
と
捉
え
、
台
湾
と
の
関
係
強
化
も
図
っ
て

き
た
。
三
月
に
は
、「
暫
定
版
国
家
安
全
保
障
戦
略
方
針
（
Ｉ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
Ｇ
）」
を
打
ち
出
し
、
同
日
に
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
「
ア

メ
リ
カ
の
外
交
政
策
」
演
説
も
行
う
こ
と
で
、
バ
イ
デ
ン
外
交
の
優

先
順
位
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
は
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
国

家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
イ
ン
ド
太
平
洋
調
整
官
と
ド
ー
シ
Ｎ

Ｓ
Ｃ
中
国
部
長
が
中
心
と
な
り
、「
チ
ー
ム
・
バ
イ
デ
ン
」
の
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
型
で
政
策
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
型
で
あ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
は
異
な
る
。

 

「
ル
ー
ル
や
法
の
支
配
に
基
づ
い
た
国
際
秩
序
」、
つ
ま
り
リ
ベ
ラ

ル
な
国
際
秩
序
を
再
生
す
る
た
め
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、「
イ
ン

ド
太
平
洋
」
戦
略
を
中
軸
に
置
き
つ
つ
、「
中
間
層
の
た
め
の
外
交
」

（
ア
フ
メ
ド
国
務
省
政
策
企
画
室
室
長
や
サ
リ
バ
ン
国
家
安
全
保
障

問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
が
中
心
的
役
割
を
担
う
）
を
展
開
し
て
き

た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
の
「
中
間
層
の
た
め
の
外
交
」
は
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
何
が
異
な
る
の
か

と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
副
作
用

で
あ
る
中
間
層
の
没
落
に
対
処
す
る
こ
と
が
、
両
政
権
に
と
っ
て
共
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通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
秩
序
の
再
生
が
目

的
で
あ
る
。「
中
間
層
の
た
め
の
外
交
」
は
そ
の
実
現
の
た
め
の
レ

ト
リ
ッ
ク
で
あ
り
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
が
そ
の
た
め
の
手
段

で
あ
る
。
具
体
的
な
手
段
と
し
て
は
、
日
米
豪
印
（
ク
ア
ッ
ド
）
や

豪
英
米
の
軍
事
協
定
の
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
、
日
米
豪
や
日
米
印
、
日
米
韓

の
ミ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
な
枠
組
み
、
そ
の
他
同
盟
や
パ
ー
ト
ナ
ー
国
と
の

関
係
強
化
（
台
湾
と
の
関
係
強
化
も
含
む
）
で
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
八
月
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
米

軍
の
拙
速
な
撤
退
劇
で
批
判
を
受
け
た
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
か

つ
て
副
大
統
領
と
し
て
仕
え
た
オ
バ
マ
政
権
と
は
異
な
り
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
へ
の
積
極
的
関
与
に
向
け
た
準
備
と
捉
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」
の
行
方　

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が
に
わ
か
に
緊
迫
化
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
差
し
迫
っ
た
二
〇
二
二
年
二
月
一
一
日
に
、
バ
イ
デ
ン

政
権
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
を
発
表
し
た
こ
と
が
特
に
注
目
さ

れ
る
。「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」の
勃
発
で
発
表
が
延
期
さ
れ
て
い
た「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
も
、一
〇
月
に
発
表
さ
れ
、ロ
シ
ア
を
差
し
迫
っ

た
脅
威
と
し
つ
つ
も
、中
国
を「
唯
一
の
競
争
相
手
」と
位
置
づ
け
た
。

ロ
シ
ア
の
暴
走
を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
だ
が
、
中
国

の
暴
走
は
抑
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
し
「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」
で
ロ
シ
ア
が
勝
利
し
た
場
合
、
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
、
特
に
台
湾
を
め
ぐ
っ
て
戦
争
が
勃
発
す
る
蓋
然
性

が
高
ま
る
。
た
だ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
よ
う
に
国
家
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
強
く
確
立
し
て
い
る
国
家
へ
の
軍
事
侵
攻
は
な
か
な
か

成
功
し
な
い
し
、
何
よ
り
も
自
国
を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
す
る
国

家
を
国
際
社
会
は
強
く
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

た
め
、
中
国
が
武
力
で
台
湾
の
現
状
変
革
を
求
め
る
可
能
性
は
低
下

し
た
と
い
う
議
論
も
成
り
立
つ
。

　

民
主
主
義
研
究
者
の
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
、「
プ
ー
チ
ン

の
戦
争
」
の
終
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
の
「
民
主
主

義
の
不
況
」
が
逆
転
す
る
の
か
、
権
威
主
義
が
さ
ら
に
跋
扈
す
る
の

か
が
決
ま
る
、
と
指
摘
す
る
。
一
九
八
九
年
夏
に
論
文
「
歴
史
の
終

わ
り
」
を
発
表
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
は
、
二
〇
二
二
年
三

月
と
い
う
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」
は
、「
ロ
シ

ア
の
大
敗
で
終
わ
る
」「
一
九
八
九
年
の
精
神
が
よ
み
が
え
る
」
と

予
測
し
て
い
た
。

 

「
プ
ー
チ
ン
の
戦
争
」
の
終
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際

秩
序
の
再
生
や
「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
戦
略
の
行
方
が
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
●




